










小論文 出題の意図 

入 試 年 度： 2025（令和７）年度 

入 試 名 称： 大学院（２月期）論述試験 

入試実施日： 2025（令和７）年２月９日 

※この「出題の意図」についての質問、照会には一切回答しません。

共通問題と選択問題から構成される。 

 共通問題では、研究科全体に共通するテーマについて学力をはかる内容とし、解答

により知識、論理力、記述力を判定する。今回は、現在、社会的課題ともなっている

生成 AI の利活用の問題を国際文化交流学との関わりでその可能性と問題点を論じさ

せ、基本的な知識、論述力を考査した。

 選択問題では、「入試志願票」で希望したプログラムに応じた問題とし、より専門

的な教育を受けるために必要な知識、論理力、記述力を判定する。 

 ［１］アートマネジメントでは、博物館 ・美術館、図書館、文書館の相互連携 （MLA
連携）をとりあげ、その可能性等について論じさせる問題を出題した。 

［２］国際協力では、科学技術協力と国際社会の関係性や相互に与える影響のメリ

ット、デメリットについて問うた。

［３］日本学・比較文化では、食文化の観点から日本文化の継承の問題や海外への

発信の可能性についてその知識や問題意識を考査した。 

 ［４］国際関係・地域研究では、「戦争は他の手段をもってする政治の延長に他な

らない」とのクラウセヴィッツの言説が有する現代的意義について論じさせた。 
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